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１.はじめに 
 数学の未解決問題を調べている中で、コラ

ッツ予想というものがあるのを知った。コラ

ッツ予想とは、自然数nに対して、 

 ・ nが偶数なら、 nを 2で割る 

 ・ nが奇数なら、 nを 3倍して 1を足す 

という操作を考える。この操作が、「どのよ

うな初期値から始めても、有限回の操作で必

ず 1に達する」という予想である。 

そして、四則演算のみで定式化されている

という点や一見単純そうに見えるのに、今も

未解決であることに興味を持ち、この研究を

始めた。 

 

２．目的 

 
n2  の数のコラッツ操作を逆から行い、3 を

法として数を調べていく中で
t62  ( t )の数

に法則を見つけた。 

 

３．方法 

 まず、
62 についてコラッツ予想の操作の逆

の操作を考える。次に
t t62 64 より、逆算を

行って
t 64 1が 9の倍数であることを示す。 

 

４．結果 

 62 64 について、逆操作を行うと、 

64 → 21 ⇒ 42 ⇒ 84 ⇒ 168 ⇒… 

となり、→は 1 を引いてから 3 で割る操作、

⇒は 2 倍する操作を表している。ここで、21

以降は 3で割り切れるため、2倍のみの操作と

なり、出現を絞ることができる。 

また、
t t62 64 については逆算を行って

t 64 1

3
が 3の倍数、つまり

t 64 1が 9の倍

数であることを示せればよいのでこれを示し

た。以下の式はその計算過程である。 
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ここで、 (mod )t 4 1 3 より、
t  4 1 0． 

ゆえに、
t 4 1は 3の倍数である。 

 一方、 , (mod )t t t  24 16 1 4 1 3 なの

で、 (mod )t t  24 4 1 0 3 である。つま

り、
t t  24 4 1 0も 3の倍数である。 

よって、
t 64 1は 9で割り切れる。 

 

５．まとめ 

 今回は
t62 の場合の規則性を見つけることが

できた。今後の研究では、他の倍数の規則性

やステップ数の規則性についても見ていきた

いと考えている。 
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